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岩手県福祉サービス第三者評価の結果

１ 第三者評価機関

	名　称
	社会福祉法人

岩手県社会福祉協議会
	認証番号
	第２号

	所在地
	盛岡市三本柳8－1－3
	評価実施期間
	平成20年７月１０日～１２月２４日


２　事業者情報

	事業者名称：さくら
（施設名）　
	種別：障害者支援施設

	代表者氏名：理事長 千葉　　弘

（管理者）　施設長 吉田　　博
	開設年月日　　平成１９年４月１日

	設置主体：社会福祉法人　岩手県社会福祉事業団

経営主体：社会福祉法人　岩手県社会福祉事業団
	定員（利用人員）

　　　　　　　４０　名

	所在地：二戸郡一戸町中山字軽井沢１３９－１

TEL ０１９５－３５－２５６４
FAX ０１９５－３５－２５６４


３ 総評

	◇ 特に評価の高い点
○メインストリーミング等に対する工夫

　廊下に「利用できる地域の施設」、「利用できる地域のお店」、「地域の身近な人たち」の掲示を行い、利用者が活用できる地域の資源や、支援を受けられる環境を明示している。これについて、利用者からの質問もあるという。このような取り組みは、メインストリーミングを意識して取り組む一歩として、高く評価できる。また直接冷たい壁に背中が当たらないようにと、廊下に置かれた背なしソファと壁の間にすのこが入れられていたこと、老朽化したトイレの雰囲気を明るくするための花柄の壁紙シートの使用など、利用者を思いやる暖かさ、身近なところからの改善の工夫が感じられた。一見ささやかではあるがこのような取り組みは、利用者の生活に対する細やかな配慮、質の向上を目指す姿勢を現している。
◇ 改善が求められる点

○人材養成のあり方

　事業団の職員教育･研修の基本姿勢をもとに、職員個人一人ひとりが持つ知識・経験・技量・有資格等を踏まえて、この職員にどのような技術･技量を高めるべきか、どのような専門資格を取得させるべきかを当該職員と協議をして、それに沿う教育･研修計画をたて実施を反復させることが望まれる。そして、研修成果を職場内に反映させその評価と分析を行い、次の教育・研修に反映させる。このような仕組みが効果的･効率的人材養成への流れの一つであるので、検討されることを期待したい。


４ 第三者評価結果に対する事業者のコメント

	障害者自立支援法の新体系サービスに移行して初めて、福祉サービス第三者評価を受審いたしました。

　前回の受審時に対し、今回は新体系サービスに移行したことで利用者の構成が大きく変わり、安心・安全
な利用者本位のサービス提供を基本として、業務全般の検討を行うなど、全ての面において見直す機会にも
なり、職員一丸となって取り組んでまいりました。

その結果、共通基準は「総合Ａ」、付加基準は「総合ＢＢ」と言う評価をいただきました。

１.評価された点について　

特に、利用者が利用できる地域の資源や、支援を受け入れる環境を明示した資源マップ（二戸圏域福祉
マップ）の作成に対する工夫の取り組みについては高く評価を頂きました。

　 また、利用者が生活する環境面では、老朽化する建物にあっても創意工夫に取り組み、利用者への思い
やり等の生活に対する配慮、質の向上を目指す姿勢についても評価をいただいたところです。

２.改善を求められた点について

人材育成の在り方については、今年度も目標管理制度に基づいた自己啓発の取り組みを行ってきたところですが、今後は専門資格の取得、研修計画の取り組み、研修成果の職場内への反映等の取り組みを通じ、効果的な人材育成の取り組みに努めてまいります。

また、      利用者の高齢化に伴う身体機能の低下への対応については、今後の支援のあり方について、中山の園グループとしてプロジェクトチームを編成し、検討を行っているところです。

施設設備の改善においては、プライバシー保護、個室化、高齢化への対応として、一部ではあります
が、利用者の身体的機能等に即した居室の改修を実施し、生活の質の向上を基本としたサービス提供を行
うこととしております。　　

　 改善を求められた項目につきましては真摯に受け止め、さくら全体として改善に向けた取り組みに努めてまいります。




５ 各評価項目にかかる第三者評価結果

　（別紙）
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